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(57)【要約】
【課題】吸引管路の弁部におけるピストン体と支持本体
との間の通路が狭くなることなく、粘性の高い流体等で
も容易に吸引できるようにする。
【解決手段】吸引ボタン２３を押し操作方向Ｐに押した
とき、この吸引ボタン２３により反転レバー３４Ａ，３
４Ｂの長い方のレバー端が押し下げられ、シーソー動作
及びてこの原理によって、この反転レバー３４Ａ，３４
Ｂの短い方のレバー端が上がり、これに連動して、連結
体３５を介して連結されたピストン体２８がバネ３３の
付勢力に抗しながら押し操作方向Ｐとは反対の方向に移
動するように構成する。この結果、弁可動部２９Ｍが弁
受け部２９Ｆから離れて、吸引管路用弁部が開き、吸引
が行われるが、この開時には、ピストン体２８が曲げ管
路２６Ｂの外周側へ退避するので、吸引管路が広くなる
。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡操作部の吸引ボタンを押し操作することにより、吸引管路に設けられた弁部を開
にする内視鏡用吸引操作装置において、
　上記吸引ボタンの押し操作方向に付勢されることにより上記吸引管路用弁部を閉じ、こ
の閉位置から上記吸引ボタン側に移動することにより上記吸引管路用弁部を開状態にする
ピストン体と、
　上記吸引ボタンの押し操作に連動し、この押し操作方向とは反対の方向に上記ピストン
体を移動させる反転移動機構とを設け、
　上記吸引ボタン不操作時では、上記吸引管用弁部を閉じ、上記吸引ボタン押し操作時で
は、上記ピストン体の付勢力に抗して押し操作方向の反対方向へ移動させることにより、
上記吸引管用弁部を開状態にしたことを特徴とする内視鏡用吸引操作装置。
【請求項２】
　上記反転移動機構として、上記吸引ボタンの操作方向の軸と略同軸に、シーソー動作す
る反転レバーを配置し、この反転レバーの一端に上記吸引ボタンの動作端を連結し、他端
に上記ピストン体の動作端を連結することを特徴とする請求項１記載の内視鏡用吸引操作
装置。
【請求項３】
　上記ピストン体を支持本体内に形成された操作方向通路に対し往復動するように配置し
、この支持本体には、上記操作方向通路から支持本体側面へ向けて曲げ形成された曲げ管
路を上記吸引管路として設け、この曲げ管路の操作方向通路側基端に弁受け部を配置し、
この弁受け部と上記ピストン体の下部に設けた弁可動部とで、吸引管路用弁部を構成する
ことを特徴とする請求項１又は２記載の内視鏡用吸引操作装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は内視鏡用吸引操作装置、特に操作部に設けられた吸引ボタンを押し操作するこ
とで、弁部からピストン体を移動させて吸引管路を開状態にする吸引操作装置の構造に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　図５には、従来の内視鏡装置の構成が示されており、内視鏡は、例えば対物光学系や固
体撮像素子等を備えた先端部１Ａ、湾曲部を介して設けられた操作部１Ｂ等を有し、この
操作部１Ｂには、鉗子口（処置具挿通チャンネル導入口）３が設けられ、この鉗子口３か
ら先端部１Ａの先端面まで、処置具挿通チャンネル４が配設される。この処置具挿通チャ
ンネル４には、被観察体内の流体（内容物）等を吸引するための吸引管（管路）５が接続
されており、上記処置具挿通チャンネル４は吸引管路としても機能するようになっている
。また、上記操作部１Ｂには、吸引ボタン７が配置され、上記吸引管５には、液体貯留タ
ンク８を介して吸引用のポンプ９が接続される。
【０００３】
　図６（Ａ），（Ｂ）には、上記吸引ボタン７を含む吸引操作装置の構成が示されており
、この例は、携帯用内視鏡用として提案されているものである。図示されるように、この
吸引操作装置は、弾性体からなる吸引ボタン７の中央に、ピストン体１１が一体に取り付
けられ、このピストン体１１が支持本体１２の円形内部通路１２ａを上下動するように配
置される。上記吸引ボタン７は、その弾性力によってピストン体１１を上側へ付勢するこ
とができ、その側面には開口７ａが設けられる。上記ピストン体１１は、内部通路１１ａ
、開口１１ｂ，１１ｃを有し、これらピストン体１１と支持本体１２には、ピストン体１
１が支持本体１２の通路内壁に密着して吸引管路を閉じる弁部１３が設けられる。なお、
上記支持本体１２においては、その内部通路１２ａの下側に内視鏡先端側の吸引管５が接
続され、側面にタンク側吸引管５を接続するための吸引接続管５Ｄが形成されている。
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【０００４】
　このような内視鏡の吸引操作装置によれば、図６（Ａ）のように、吸引操作をしないと
きは、吸引用ポンプ９の吸引によって、吸引ボタン７の開口７ａから大気が吸引され、弁
部１３が閉じられているので、先端側吸引管５からの吸引は行われない。一方、吸引ボタ
ン７を押すと、ピストン体１１が下側へ移動し、弁部１３と開口１１ｃが開くので、吸引
用ポンプ９の吸引動作によって、処置具挿通チャンネル４と吸引管５を介して被観察体の
液体（内容物）等が吸引され、この液体等は貯留タンク８へ排出される。
【特許文献１】特開２００１－１５７６６３号公報
【特許文献２】特開２００３－３２５４４２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、従来の内視鏡用吸引操作装置では、図６（Ｂ）に示されるように、弁部
１３におけるピストン体１１と支持本体１２との間の通路が狭く、粘性の少ない流体等は
十分吸引できるが、痰等のように粘性の高い物を吸引する際には、この弁部１３の狭い通
路に詰まることが生じるという問題がある。即ち、弁部１３では、その開時においても支
持本体１２の弁受け部１３Ｆ（ピストン体１１の弁可動部１３Ｍの受け部）の通路にピス
トン体１１自体（シャフト）が残されており、このピストン体１１の存在により流体が通
過する吸引管路が狭くなる。
【０００６】
　本発明は上記問題点に鑑みてなされたものであり、その目的は、吸引管路の弁部におけ
るピストン体と支持本体との間の通路が狭くなることなく、粘性の高い流体等でも容易に
吸引することができる内視鏡用吸引操作装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するために、請求項１の発明は、内視鏡操作部の吸引ボタンを押し操作
することにより、吸引管路に設けられた弁部を開にする内視鏡用吸引操作装置において、
上記吸引ボタンの押し操作方向に付勢されることにより上記吸引管路用弁部を閉じ、この
閉位置から上記吸引ボタン側に移動することにより上記吸引管路用弁部を開状態にするピ
ストン体と、上記吸引ボタンの押し操作に連動し、この押し操作方向とは反対の方向に上
記ピストン体を移動させる反転移動機構とを設け、上記吸引ボタン不操作時では、上記吸
引管用弁部を閉じ、上記吸引ボタン押し操作時では、上記ピストン体の付勢力に抗して押
し操作方向の反対方向へ移動させることにより、上記吸引管用弁部を開状態にしたことを
特徴とする。即ち、ピストン体を押し操作方向へ付勢して閉じた吸引管路用弁部を、ピス
トン体の押し操作方向の反対方向への移動により開けるようにしたものである。
　請求項２の発明は、上記反転移動機構として、上記吸引ボタンの操作方向の軸と略同軸
に、シーソー動作する反転レバーを配置し、この反転レバーの一端に上記吸引ボタンの動
作端を連結し、他端に上記ピストン体の動作端を連結することを特徴とする。
　請求項３の発明は、上記ピストン体を支持本体内に形成された操作方向通路に対し往復
動するように配置し、この支持本体には、上記操作方向通路から支持本体側面へ向けて曲
げ形成された曲げ管路を上記吸引管路として設け、この曲げ管路の操作方向通路側基端に
弁受け部を配置し、この弁受け部と上記ピストン体の下部に設けた弁可動部とで、吸引管
路用弁部を構成することを特徴とする。
【０００８】
　上記構成によれば、吸引ボタンを押すと、例えばこの吸引ボタンに連結された反転レバ
ーがシーソー動作し、この反転レバーの他端に連結されたピストン体が押し操作方向とは
反対方向に移動することにより、吸引管路用弁部が開くことになる。この弁部の開時では
、弁可動部を含むピストン体自体が吸引管路用弁部の弁受け部から離れ、従来のように、
弁受け部にピストン体の一部が残ることがなく、吸引管路用の弁受け部の開口が広くなる
ので、粘性の高い流体等でも容易に吸引することができる。
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【０００９】
　また、請求項３の構成では、吸引管路用弁部の開時に、ピストン体の弁可動部が曲げ管
路の操作方向通路基端に設けられた弁受け部から曲げ管路の外周側へ移動するので、曲げ
管路が広く開くことになり、流体等が容易に通過することになる。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明の内視鏡用吸引操作装置によれば、吸引管路の弁部におけるピストン体と支持本
体との間の通路が狭くなることなく、痰等の粘性の高い流体でも容易に吸引することがで
きるという効果がある。また、吸引操作において、従来と同様の片手による押し操作を維
持することができる。即ち、上記の反転移動機構によらず、押し操作の反対方向操作とな
る引張り操作で、ピストン体を引っ張ることでも弁部を開にすることができるが、この引
張り操作を片手で行うことは、実質的に困難であり、本発明では、片手で容易に実行でき
る押し操作が維持される。
【００１１】
　請求項２の構成によれば、反転レバーの同軸配置により、押し操作する吸引の操作性が
良好に保たれるという利点がある。即ち、逆への字状の操作レバーを設け、この操作レバ
ーの曲げ部に回動軸を配置しながら、操作レバーの一端にピストン体を連結し、他端を押
し操作するように構成することも可能であるが、これでは、操作レバーの他端が内視鏡操
作部の所定位置（ピストン体の位置）から所定の一方向に突出して配置されることになり
、操作性が悪くなる。本願発明は、このような操作レバーを用いることなく、従来の押し
ボタンによる操作で、吸引操作をすることができる。
【００１２】
　請求項３の構成によれば、曲げ管路に吸引管路用弁部が配置されるので、簡単な構成で
、吸引管路用弁部の開時の通路を確実に広くすることができるという効果がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　図１乃至図４には、実施例に係る内視鏡用吸引操作装置の構成が示されており、図１及
び図２は、吸引操作装置の断面、図３は吸引操作装置の分解図、図４は、吸引タンクを含
めた全体の構成を示したものである。実施例の吸引操作装置１５は、例えば携帯用内視鏡
に適用されるもので、図４に示されるように、吸引操作装置１５は内視鏡操作部１Ｃに配
置されており、この吸引操作装置１５の吸引接続管１６が吸引チューブ１７を介して液体
貯留タンク１８に接続され、この貯留タンク１８には、吸引チューブ１９を介して吸引用
ポンプが接続される。一方、この吸引操作装置１５には、内視鏡操作部１Ｂ内に配置され
た内視鏡先端側の吸引管２１が接続される。
【００１４】
　図１乃至図３に示されるように、吸引操作装置１５には、押し操作する吸引ボタン２３
、この吸引ボタン２３を保持し、この吸引ボタン２３の操作方向（押し操作方向Ｐ及びそ
の反対方向）に伸縮する円筒状弾性部材からなる保持部２４、この保持部２４を支持する
支持本体２６が設けられており、上記保持部２４には、大気を流入させるための開口２４
ａが形成される。上記支持本体２６の内部には、吸引ボタン２３の操作方向（縦方向）に
往復動するようにピストン体２８が配置されており、このピストン体２８の外周側に大気
通路２６Ｈが形成され、この大気通路２６Ｈに連通して吸引管路となる内部通路２６Ｓが
形成される。
【００１５】
　また、この内部通路２６Ｓから支持本体２６の側面へ向けて曲げた曲げ管路２６Ｂを形
成し、この曲げ管路２６Ｂに連通するように、上述した吸引接続管１６が配置される。そ
して、上記曲げ管路２６Ｂの内部通路２６Ｓ側基端に弁受け部２９Ｆが設けられ、この弁
受け部２９Ｆに密着し、内部通路（吸引管路）２６Ｓを閉じるように、ピストン体２８の
下端にＯリング３１を有する弁可動部２９Ｍが設けられる。
【００１６】
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　上記支持本体２６の上面部には、円板状で中心貫通孔を有する支持固定板３２が固定・
配置されており、この支持固定板３２と上記ピストン体２８の下端部との間に、このピス
トン体２８を支持固定板３２に対し押し操作方向Ｐへ付勢するコイルバネ３３が設けられ
る。この支持固定板３２は、反転レバー３４Ａ，３４Ｂの支持部としても機能し、この反
転レバー３４Ａと３４Ｂは、その回動軸が軸支部３２ａと３２ｂに軸支される。即ち、こ
の反転レバー３４Ａ，３４Ｂは、その回動軸が吸引ボタン２３の操作方向の軸或いはピス
トン体２８の軸と略同軸に配置されると共に、てこの原理で反転動作させるために、上記
回動軸から一方端までレバーが短く、他方端までのレバーが長くなっている。
【００１７】
　一方、この支持固定板３２の上側に位置するように、ピストン体２８の上部に連結体３
５が取付け、固定されており、この連結体３５は、その両端部で水平方向に突出する２箇
所の係合爪３５ａに、対応する上記反転レバー３４Ａ，３４Ｂのそれぞれの短い方のレバ
ー端が係合・連結するように配置される。この反転レバー３４Ａ，３４Ｂの長い方のレバ
ー端には、上記吸引ボタン２３の下端部が係合・連結されており、吸引ボタン２３の押し
操作で、反転レバー３４Ａ，３４Ｂは、連結体３５を介してピストン体２８を押し操作方
向Ｐの反対側へ移動させることになる。
【００１８】
　更に、上記支持固定板３２の中心開口の下側に、大気通路用弁部の弁受け部３８Ｆが設
けられ、この弁受け部３８Ｆに密着し大気通路２６Ｈを閉じるように、ピストン体２８の
中間部にＯリング３９を有する弁可動部３８Ｍが設けられる。なお、上記支持本体２６の
下側の外周には、内視鏡操作部１Ｂのケース体との間の水密を維持するためのＯリング４
０が配置される。
【００１９】
　実施例は以上の構成からなり、内視鏡使用時には、吸引用ポンプから、図４の貯留タン
ク１８、吸引チューブ１７、吸引接続管１６を介して吸引が行われているが、図１の吸引
不操作時では、吸引管路用弁部の弁可動部２９Ｍと弁受け部２９Ｆが閉じられ、大気通路
用弁部においては弁可動部３８Ｍが弁受け部３８Ｆから離れて開となっているため、保持
部２４の開口２４ａから流入した大気が支持本体２６内の大気通路２６Ｈを通って、吸引
接続管１６へ導かれる。
【００２０】
　一方、図２に示されるように、吸引ボタン２３が押し操作方向Ｐに押されると、この吸
引ボタン２３により反転レバー３４Ａ，３４Ｂの長い方のレバー端を押し下げ、シーソー
動作及びてこの原理によって、この反転レバー３４Ａ，３４Ｂの短い方のレバー端が上が
り、これによって、連結体３５を介して連結されたピストン体２８が、バネ３３の付勢力
に抗しながら押し操作方向Ｐとは逆の方向に移動（往動）することになる。このとき、吸
引管路用の弁可動部２９Ｍが弁受け部２９Ｆから離れ、吸引管路用弁部が開くことになり
、内視鏡先端部の処置具挿通チャンネルから被観察体内の流体等の吸引が行われ、この流
体等は、先端側吸引管路２１、内部通路２６Ｓ、曲げ管路２６Ｂ、吸引接続管１６及び吸
引チューブ１７を介して貯留タンク１８内へ排出される。その後、吸引ボタン２３を離し
たときは、バネ３３によってピストン体２８が押し下げられ、吸引ボタン２３は元の位置
へ自動的に復帰する。
【００２１】
　このように吸引操作時では、図２から分かるように、ピストン体２８（弁可動部２９Ｍ
）が弁受け部２９Ｆから曲げ管路２６Ｂの外周側（図の上側の管路側面側）へ退避するの
で、従来のように、ピストン体２８のシャフト等が管路内に残ることがなく、吸引管路を
広くして、痰等の粘性の高い流体等でも良好に吸引することが可能になる。また、実施例
では、弁部開時に上記弁可動部２９ＭのＯリング３１を大気通路２６Ｈの内壁に密着させ
、曲げ管路２６Ｂを流れる流体等が大気通路２６Ｈ側に漏出しないように水密状態を維持
している。なお、この弁可動部２９Ｍが大気通路２６Ｈの内壁に密着する構成は、大気通
路２６Ｈの弁部としても機能する。
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【００２２】
　上記実施例において、ピストン体２８を押し操作方向Ｐとは反対の方向に移動させるた
めに、逆への字状の操作レバー（駆動レバー）の曲げ部の回動軸を吸引ボタン２３の操作
方向の軸から離れた位置に取り付け、この操作レバーの短い方の一端（駆動端）にピスト
ン体を連結し、他端を吸引操作部としてこれを押し操作するように構成することもできる
。しかし、このような構成では、操作レバーの他端の吸引操作部が現在の吸引ボタン２３
の位置から所定の一方向に突出して配置されることになり、操作性が悪くなる。実施例で
は、上述のように、反転レバー３４Ａ，３４Ｂの回動軸を吸引ボタン２３の操作方向の軸
と略同軸に配置しており、これによって、吸引ボタン２３の操作性が良好に保たれている
。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本発明の実施例に係る内視鏡用吸引操作装置の構成を示し、不操作時の状態の断
面図である。
【図２】実施例の吸引操作装置の構成を示し、操作時の状態の断面図である。
【図３】実施例の吸引操作装置の各構成を示す分解斜視図である。
【図４】実施例の吸引操作装置及び貯留タンクの構成を示す斜視図である。
【図５】従来の内視鏡の吸引に関する構成を示す図である。
【図６】従来の内視鏡用吸引操作装置の構成を示し、図（Ａ）は不操作時の状態の断面図
、図（Ｂ）は操作時の状態の断面図である。
【符号の説明】
【００２４】
　１Ｂ…内視鏡操作部、　　　　　７，２３…吸引ボタン、
　１１，２８…ピストン体、　　　１２，２６…支持本体、
　５，２１…先端側吸引管路、　　２４…保持体、
　２６Ｓ…内部通路、　　　　　　２６Ｂ…曲げ管路、
　２９Ｆ，３８Ｆ…弁受け部、　　２９Ｍ，３８Ｍ…弁可動部、
　３１，３９，４０…Ｏリング、　３２…支持固定板、
　３３…バネ、　　　　　　　　　３４Ａ，３４Ｂ…反転レバー。
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